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兵庫県明石市が立ち上げた
仮設住宅ケアネットシステム
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報告

仮設住宅
対象世帯

仮設住宅ケアネット推進委員会
医師会・歯科医師会・薬剤師会・保健所・
市保健福祉部・建築部・市社会福祉協議会

仮設住宅ケア連絡員配置機関
（ブロック担当機関）

市高年福祉課・総合福祉センター
市社会福祉協議会・在宅介護支援センター

�Û�¢�~�þ� �J�å�Ô�ç�Í�Ó�Ü�>
ƒ	E�P�­�ž�È�W�q

保　健
市・保健所

医　療
医療機関・薬局

福　祉
市・社協

状況把握

戸別訪問

対象者初回調査

ケア連絡員紹介
（連絡員同行）

指示

情報
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　　連絡
　　手続代行

支援を抱え込まないために大事なのは、一緒に動いてみること。今回の事例でいうと、仲間や
上司と夏美さんのところに話を聞きに行く、夏美さんと一緒におばあさんの様子を見に行くなど、
一緒に動くことが連携を深めます。

支援員だけでなく、上司も、行政の担当者も悩みを抱えているかもしれません。よりよい支援
をするには、みんなが一緒に考え、みんなでかかわる支援の仕組みをつくることが、これからま
すますたいせつになります。

専門家が話す★支援のツボ

チーム支援のコツ

荻田 藍子 さん
（兵庫県社会福祉協議会　地域福祉部　副部長）

阪神・淡路大震災のとき、
私たちはこうした

　阪神・淡路大震災のときにも、被災した人たちの生活を
支えるため、多くの支援員が活動していました。そして、やは
り鍵になったのは「連携」です。あのとき、支援員たちは
どのような対応をしたのか、当時の支援員たちが応えます。

社会福祉法人きらくえん　あしや喜楽苑 LSA リーダー
城戸昌子さん

阪神・淡路大震災時の芦屋市の仮設住宅には、市・県の
保健師、高齢福祉課担当者、こころのケアセンターが機関
別に訪問活動を行っていました。

その後、復興公営住宅の集会所に私たち LSA（生活援助員）
が 24 時間常駐したため、各機関の専門職が立ち寄り、課題
を抱える人や世帯の情報交換を始めたことがカンファレン
スにつながりました。この会議は 16 年目に入った今も、月
２回のペースで継続されています。横の連携は復興住宅へ
移ってからでしたが、仮設住宅期から連携できれば、復興
公営住宅に移行しても職員として大きな安心感となると思
います。また、同じ職種の集まりをもち、経験を共有して
互いに高めあう仕組みも必要です。

私も15年前は専門的なことはなにもわからずにこの仕事
に入ってきました。15 年前の自分に言いたい言葉は２つ。

「人として、今の私で、素で、住民の方と向き合う」
「住民に寄り添って」

明石市　望海在宅介護支援センター

永坂美晴さん

「私たち、これからどうしたらよいのですか？ 」
これは阪神・淡路大震災の被災者の声ではありません。

明石市の仮設住宅を支援していた私たち支援員、行政、専
門機関のみんなの声でした。

こんなこともありました。あまりに要望の多い入居者の
対応に疲れ果てた私は、仕事を辞めたいと上司に…。する
と、「あなたたちだけの問題じゃない！ 」と上司は行政に
伝えました。明石市では、震災 2 か月目に「仮設住宅ケアネッ
トシステム」（下図）が立ち上がり、保健・医療・福祉関係
者が毎週集まり、現場の声を検討する場をつくってくれま
した。なにかあればすぐに相談できる。そして、間髪入れ
ず、医師や保健師や警察や行政が動く。

この仕組みで救われたのは、被災者だけでなく支援者も
救われたのです。

阪神・淡路大震災時に仮設住宅の支援
に奔走
現在、宮城県サポートセンター支援事
務所が開催する、支援員対象研修会の
講師も務める

阪神・淡路大震災時は、尼崎市内のケア
付き仮設住宅の援助員リーダーを務める。
1998 年から、芦屋市南芦屋浜にある
シルバーハウジングに勤務

兵庫県明石市では、保健・医療・福祉
関係者が中心となり、震災２か月後から

「仮設住宅ケアネットシステム」（右図参
照）を立ち上げました。市内を８つのブ
ロックに分けて、「仮設住宅ケア連絡員
配置機関」を設置。「仮設住宅ケアネッ
ト推進委員会」を開催し、仮設住宅で起
きたこと、被災者の問題、連絡員の日頃
の悩みを聞く場が設けられました。
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よ
う
に
」
と
、
ご
本
人
の
努
力

だ
け
に
ま
か
せ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
第
1
回
で
紹
介

し
た
調
査
で
、
生
活
が
不
活
発

に
な
っ
た
原
因
の
第
３
位
は

「
外
出
し
な
い
こ
と
」
で
し
た

が
、
そ
の
理
由
の
一
番
は
「
外

出
の
目
的
が
な
い
」
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
た
だ
「
外
出
し
な

さ
い
」
と
い
う
の
で
は
な
く
、

外
出
先
で
の
「
社
会
参
加
」
の

場
所
や
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が

大
事
な
の
で
す
。

災
害
の
後
は
社
会
参
加
の
機

会
が
減
少
し
ま
す
。
ま
た
前
号

で
述
べ
た
よ
う
に
遠
慮
し
が
ち

に
も
な
り
ま
す
。

社
会
参
加
の
機
会
を
作
り
、

そ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
を
遠
慮

し
な
い
環
境
を
つ
く
る
工
夫
や

支
援
が
必
要
で
す
。

Ｑ
：
イ
ベ
ン
ト
も
大
事
？

 

支
援
者
中
心
で
な
く
、
住
民

自
身
で
運
営
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
す
。

災
害
前
に
は
、
地
域
活
動
や

趣
味
の
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
婦

人
会
が
大
事
な
社
会
参
加
で
し

た
が
、
今
は
少
な
く
な
っ
て
い

Ｑ
：
生
活
不
活
発
病
の
予
防
や

改
善
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

生
活
が
不
活
発
に
な
っ
て
起

こ
る
も
の
で
す
か
ら
、逆
に「
活

発
な
生
活
を
送
る
」
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

こ
こ
で
い
う
「
活
発
な
生
活

と
は「
す
る
こ
と
」の
あ
る「
楽

し
い
充
実
し
た
人
生
」
で
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
自
然
に
、
手
足

や
頭
を
働
か
す
機
会
が
増
え
ま

す
。
そ
れ
が
予
防
や
改
善
の
基

本
な
の
で
す
。

「
す
る
こ
と
」
と
は
、
社
会

参
加
、す
な
わ
ち
、「
社
会
」（
家

庭
を
含
む
）
の
中
で
役
割
を
果

た
す
こ
と
、楽
し
む
こ
と
な
ど
、

社
会
と
関
わ
る
す
べ
て
で
す
。

　
仕
事
や
家
庭
で
の
役
割
、
友

達
づ
き
あ
い
・
地
域
活
動
、
趣

味
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
す
。

Ｑ
：
対
策
は
特
別
の
訓
練
や

　
　
　
　
　
運
動
で
は
な
い
？

生
活
不
活
発
病
の
「
生
活
」

と
は
、
朝
起
き
て
か
ら
夜
寝
る

ま
で
の
「
一
日
の
暮
ら
し
方
」

で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
や
散
歩
や
体
操
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
な
が
ら
体
を

動
か
す
こ
と
自
体
は
よ
い
こ
と

で
す
。
で
も
そ
れ
が
限
ら
れ
た

時
間
に
、
限
ら
れ
た
部
位
・
機

能
だ
け
を
使
う
こ
と
で
は
い
け

ま
せ
ん
。
そ
れ
を
含
め
た
、
一

日
の
生
活
全
体
の
活
発
さ
が
大

事
な
の
で
す
。

ま
た
時
々
の
行
事
・
イ
ベ
ン

ト
だ
け
で
は
、
毎
日
の
「
生
活

全
体
」
は
活
発
に
な
ら
ず
、
生

活
不
活
発
病
の
予
防
・
改
善
に

は
不
十
分
で
す
。

Ｑ
：
本
人
が
動
こ
う
と
し
な
い

の
が
問
題
で
は
？

「
と
に
か
く
な
る
べ
く
動
く

る
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
復
活

や
新
ス
タ
ー
ト
が
望
ま
れ
ま
す
。

Ｑ
：
生
活
不
活
発
病
を
知
る
こ

と
自
体
が
大
事
？

住
民
の
方
々
自
身
に
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
基
本
で
す
。

高
齢
者
自
身
だ
け
で
な
く
、
周

り
の
人
た
ち
が
接
し
方
、
支
援

の
仕
方
を
考
え
て
い
く
上
か
ら

も
大
事
な
こ
と
で
す
。

本
当
は
生
活
不
活
発
病
に

よ
っ
て
体
力
が
低
下
し
た
り
、

歩
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
の

に
、「
震
災
の
後
だ
か
ら
仕
方

な
い
よ
」「
年
だ
か
ら
仕
方
な

い
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
る
方
々
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
生
活
不
活
発
病
の
こ

と
を
知
っ
て
「
そ
れ
な
ら
良
く

な
る
！
」
と
か
「
な
ら
な
い
よ

う
に
工
夫
し
よ
う
」
と
い
う
住

民
自
身
に
よ
る
取
り
組
み
も
出

て
き
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
で
共
同
で
畑
仕
事

を
は
じ
め
た
人
た
ち
が
「
こ
う

や
っ
て
楽
し
ん
で
畑
仕
事
を
す

る
と
、
生
活
不
活
発
病
予
防
に

も
な
る
ん
だ
」
と
い
わ
れ
る
の

を
耳
に
す
る
と
う
れ
し
く
な
り

ま
す
。

防ごう! 生活不活発病
第3 回　「社会参加」で自然に身体と頭を働かす

大川 弥生（おおかわ やよい）
国 立 長 寿 医 療 研 究 セ ン タ ー 部 長 　 医 師

[ プロフィール ]　宮城県生活不活発病予
防アドバイザー。新潟県中越地震以来、
各種災害で現地活動や実態把握を実施。
東日本大震災でも発生直後から現在まで、
行政への助言指導から住民への指導まで、
幅広い支援活動を継続中。生活不活発病
研究の第一人者。現在、厚労省社会保障
審議会生活機能分類専門委員会委員長。
中央防災会議専門委員等を歴任

新刊『「動かない」と人は病む ～
生活不活発病とは何か～』（講談
社現代新書） 定価：７６０円（税込）



15

宮城県サポートセンター支援事務所
〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階
TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

 高齢者虐待の対応とサポセンの役割
宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

あるサポートセンターで、「これまで安否確認と、何かあればつ

なぐ機能を重視してきた。訪問では、ほとんど問題が出てこない」「仮

設入居当初は元気だった人が、いつの間にか歩行困難になってきた」

「当初、“生きがいをもった暮らし”への支援を目標にしていたが、

その視点で十分に見てこなかったのではないか？」「単に訪問して

終わりではなく、その人ごとの支援計画が必要ではないか？」との

反省の声が聞かれました。また、別のセンターからは、「課題の早

期発見の方法をどうすればよいか？」とも。これらに共通するキー

ワードは、訪問の支援目標をどこに設定するか？　ということでは

ないでしょうか。

安心・安全を中心に支援目標が設定されていれば、元気で暮らす

ことができているか、何か異常はないか？　などの視点での訪問や

聴き取り、状況把握になります。しかし、“元気で、生き生きと楽

しく暮らせるように”という支援目標であれば、安否の確認は大前

提として、新たにその人の最近の暮らしぶりや関心ごと、特技、か

つての趣味や人とのつながり、社会活動などにも思いを馳せ、話題

につなげることがことができます。

人とのつながりや居場所があり、趣味や楽しみ、特に人や地域の

役に立つことがあれば、夢と希望が生まれ、元気になります。支援

の目標を「生きがいや役割づくりの支援」に広げ、本人の状況や希

望に沿う支援を一緒に考えてはいかがでしょうか。

被災者が“元気になって、生き生きとしてきた”となれば、支援

する側もうれしくなります。そして、いつの間にか生活不活発病が

消えているかもしれません。

多くの支援対象者をもち、簡単にはいかないかと思いますが、常

に意識をそこにもっていれば、いろいろなヒントや力がつながって

くると思います。

課題の早期発見も、「問題がない」としてきたことも、支援目標

が変われば視点が変わり、問題意識も変わり、課題が見えてきま

す。支援する側の意欲も力合わせも変わってくるのではないでしょ

うか。ぜひ、モデル的にでもいいので、チャレンジされることを願っ

ています。

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

今回は、高齢者虐待の対応についてお伝えします。被災地で
も虐待は起きています。虐待を受けている高齢者の傾向として、
①後期高齢者、②要介護者、③認知症であることが特徴です。
高齢者の介護と密接に関連しているのです。
認知症のある人の言動に、家族が振り回されてしまうことは少
なくありません。適切な介護や支援を施さないと、高齢者も家族
も心身にストレスを感じやすい状況に追い込まれます。さらに、
狭い仮設住宅での生活ともなれば、ことは深刻です。
では、虐待を予防する方策はないのでしょうか。虐待が起きる
背景には、高齢者・家族とも「孤立」した状況にあるのが通例で、
予防には日々の生活に寄り添う形での周囲の見守りが効果的で
す。それは、サポートセンターの職員や生活相談員など、支援員
の活動そのものであり、日ごろの見守り活動により未然に防げる
ことも多々あります。また、サポセンだけでなく、地域包括支援
センターや市町村の担当者と連携を図り、ともに適切な対応を行

うこともたいせつです。
被災者支援従事者研修会でも、虐待対応についての質問が多
く寄せられました。受講生の話から、とても丁寧なアセスメント
を行っている印象を受けるとともに、関係機関との連携のあり方
に躊

ちゅうちょ

躇し、うまく機能していない様子も感じました。
「気になる高齢者がいる」「認知症がすすんで、生活に支障が
出てきているようだ」と思ったら、直ちに地域包括支援センター
に相談を！　これが、私から支援員へのお願いです。また、虐
待かどうかの判断は、市町村の責任で行いますので、まずは気
づきを地域包括支援センターや市町村に相談してください。
サポセンは、仮設住宅などでの被災者支援に留まらず、今後
の集団移転・災害公営住宅などの地域移行においても、要援護
者などの地域生活をサポートする役割を担うでしょう。サポセン
職員がその経験を活かして、今後も地域支援の担い手になるこ
とを願っています。

浜上章からのメッセージ（ひとりごと）は、被災地にかかわるなかで日々思い、感じたことを思いつくまま表現し、書いたものです。
サポーターの皆さんに少しでもお役に立つことがあればうれしいです。

支援目標の設定を考える①
ひとりごと

宮城県サポートセンター支援事務所 
  　　　　アドバイザー　浜上 章

サポーターのあなたへ！

ステップアップ研修Ⅰ

スーパーバイザー研修

実際の事例を基にグループワークを行い、実践力を高めます。

支援員育成のための共感的理解・教育などの方法を学びます。

【 名 取 会 場 】 7 月 2 3 日 （ 火 ）・ 2 4 日 （ 水 ） 仙 台 法 務 局 名 取 出 張 所
【 石 巻 会 場 】 8 月 8 日 （ 木 ）・ 9 日 （ 金 ） 明 友 館 （ 石 巻 市 ）

【 仙 台 会 場 】 7 月 2 9 日 （ 月 ）・ 3 0 日 （ 火 ） ( 株 ) 宮 城 県 建 設 会 館
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「月刊 地域支え合い情報」を年間購読しませんか？
お知り合いの方へのプレゼントにもご利用ください。

●購読会員　年3,600円（年12 回、送料込み）

●支援会員　１口 3,600円（年12 回、送料込み）
ご指定いただいた先へ、それぞれ年 12 回お送りします。指定がない
場合は、編集部が選定する被災都道府県・市町村の被災者の生活支援
担当課、または社会福祉協議会のほか、全国に避難する被災者を支援
する都道府県、市町村の被災者の生活支援課または社会福祉協議会に
送付いたします。

購読ご希望の方は下記口座へお振り込みください。編集部にて確認
次第、情報紙を発送いたします。

＜お振込先＞　●ゆうちょ銀行振替口座   
　　　　　　　口座番号：０２２６０－９－４６３０３
　　　　　　　加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター

※通信欄に、「地域支え合い情報紙　購読費」と記入したうえで、
①お届け先の住所と②何号からの購読申込みか、支援会員の方は③
希望する送付先のあて名、または ④「指定なし」と記入してください。

 購読者を募集しています！

バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）か
ら震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAX またはメールにて編集
部までお聞かせください。

☆次号予告　特集「地域でつくる子どもの遊び場」

編 集 後 記
スマイリーおやつ工場でいただいたお菓子５個セット。毎日１個食べると、ちょうど平日５
日分のおやつになるということらしいのですが…、あまりのおいしさに１日で全部食べてし
まいました。これではダイエットできないなと。そのくらいおいしいお菓子なので、ぜひ食べ
てみてください！（菅原）

読 者 の 声

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い !

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc-japan.com

10 号を読んで…
・今回から購読会員になりました。いろんな取り組みが掲載されていて、
とても興味深いです。今後もよろしくお願いします。（仙台市・O さん）
・活動の様子が目に浮かび、あたたかい気持ちになりました。（気仙沼市・
A さん）

仙台市社会福祉協議会が運営する「中核支えあいセンター」
では、仙台市内の借上げ民間賃貸住宅（みなし仮設）に暮ら
す世帯へ相談事業、サロン活動を行い、さらに 3500 世帯の
高齢者、一人親世帯、成人独居世帯へ個別訪問を実施してい
ます。特徴的な事業としては、沿岸部の市町社協と共催して
仙台に在住する被災者の同郷サロンを開いています。
きっかけは、南三陸町社協関係者との情報交換でした。南
三陸町社協の被災者生活支援センターのみなし班からの「仙
台市内に避難した町民 170 世帯を戸別訪問しているが、不
在世帯が多く会うことができない」という話と、中核支えあ
いセンターの個別訪問で希望が多かった「故郷の言葉で話す
場がほしい、仙台市に来た南三陸の住民と交流したい」とい
う声が重なり実現できました。
南三陸町社協被災者生活支援センターがサロンの企画運営
を担い、仙台市社協中核支えあいセンターが会場確保や設営、
被災者への周知を協力して、第 1回の「再会さろん」を開催。
47 人の参加者が故郷の言葉で生きいきと近況報告し合った
り、友人と久しぶりに再会した場面が見られ、以降順調に回
を重ねています。

当日は、南三陸町の様子を映像で写すなど、なかなか帰省
できない町民に町の復興情報をお知らせする機会となり好評
を得ました。
その後、気仙沼市社協、山元町社協とも共催でサロンを開
催。「同郷の人と話をしたいニーズが高いため、今後も共催
でサロンを開いていきたい」と所長の庄子健一さんは話しま
す。また、被災者が地域で安心して暮らせるように地区社協
主催のサロン活動や地域の行事等の情報提供をするととも
に、地域と共催で被災者を含めたサロン活動を積極的に支援
しています。
先日は、市内で最初に完成した復興公営住宅に移り住んだ
世帯が新たな地で住みよい暮らしにつながるように、入居者
同士と地域の福祉委員との顔合わせを兼ねたサロンを開催し
ました。今後の復興期に向けて、被災者と地域に向け細やか
な取り組みがさらに必要とされています。
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沿岸部の市町社協と協働し
同郷サロンを開催

暮らしを支える支援員

仙台市社会福祉協議会・中核支えあいセンター（宮城県仙台市）
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